令和元年度関東支部若手交流会報告
東京薬科大学　東海林　敦，東京大学大学院総合文化研究科　豊田太郎
	2019年7月5日（金），6日（土）の2日間にわたり，神奈川県マホロバ・マインズ三浦にて令和元年度日本分析化学会関東支部若手交流会が開催されました。参加者は，学生46名，一般20名と前回の関東支部若手交流会とほぼ同数となりました。関東支部長の早下隆士先生（上智大学）はじめ，新規分析手法の開発で注目を集めておられる齋藤伸吾先生（埼玉大学）, 第一線でセンサー研究を展開されている青木 寛先生（産総研），また企業からは岩倉宗弘先生（九州計測器）をお招きし，招待講演をお願い致しました。

早下先生からは「超分子形成に基づく新しい分析試薬の開発」と題して, 分析試薬開発の展開を大変わかりやすくご講演いただきました。齋藤先生からは 「新規分子と出会うための特異な電気泳動分離」として，研究室立ち上げの抱負からその研究ミッションまで情熱溢れるお話をいただきました。青木先生からは「核酸検出センサアレイに基づく環境・バイオ指標核酸の非標識並列分析」というタイトルで，とても興味深い核酸科学と分析化学の接点をお話し頂きました。岩倉先生からは「中小企業による分析機器開発事例の紹介」の中で, 産学連携の重要性を情熱をもって伝えていただきました。大変お忙しい中お時間を割いてくださった先生方のご講演はいずれも，学生や若手研究者にとって明日を拓く刺激になったものと確信しており，この場を借りてあらためて御礼申し上げます。２日目にはさらに，佐々木由比さん（東京大学生産技術研究所），森田健司さん（東京薬科大学），池田裕真さん（慶應義塾大学）の3名の博士課程学生による招待講演が行われ，参加者と活発な議論が行われました。ポスター講演は例年よりも多く38件となり、招待講演の講師の先生方をはじめ，すべての参加者が一般，学生，大学，学部学科の枠を超えて幅広く交流し、熱い議論を交わしました。閉会式では，平岡隆也さん（慶應義塾大学），与安明日香さん（上智大学），富室広介さん（慶應義塾大学），寺西佑莉奈さん（東京薬科大学）の優秀ポスター賞受賞が発表されました。惜しくも受賞対象とならなかった発表の中にも，目覚ましい成果が期待できるものや学術的に興味深いものが数多く，いずれも力作でした。
学生にとっても，若手の研究者にとっても，同世代と研究交流を図ることの重要性は言うまでもありません。尾崎理化株式会社様，株式会社和科盛商会水戸営業所様、株式会社ダイセル様、株式会社薬研社様、九州計測器株式会社様、東亜ＤＫＫ株式会社様、東京化成工業株式会社様、ヴェオリア・ジェネッツ株式会社様、株式会社ヒキフネ様、日本ビュッヒ株式会社様、メトラー・トレド株式会社様、ヤマト科学株式会社様、株式会社リガク様には，このような開催趣旨をご理解いただき要旨集広告や企業展示、懇親会にご協賛を賜りました。この場を借りて御礼申し上げます。
年会や討論会，そして将来に亘っても，本交流会を通じて知り合った者同士がお互いに切磋琢磨し協力し合い, 活発な研究活動を繰り拡げてゆくことを，幹事一同，願ってやみません。令和２年度も引き続き皆様のご参加を心よりお待ちしております。
（写真）全体集合写真
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